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研 究 課 題 DNA 上での核輸送因子 importin αと DNA 結合タンパク質の動態解析 
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研究概要 

本研究では、核の機能制御に核輸送因子 importin αが果たす役割の理解を目指し、

importin αを介した核タンパク質の機能制御機構を分子動態の側面から明らかにする。 
申請者らはこれまでに、真核細胞において様々なタンパク質（cargo）を細胞質から核へと

運ぶ importin αが DNA と直接相互作用し、cargo に含まれる核移行シグナルと結合したま

ま DNA 上を移動（スライディング）することを明らかにした。このことから、importin α
と cargoはDNA上においても互いの動態と活性に影響する可能性がある。そこで本研究では、

具体的な cargo を用いたイメージング解析を実施し、DNA 上での importin αと cargo の動

態を明らかにする。 
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結 果 

クロマチン結合タンパク質を importin αの cargo のモデルとし、DNA 基板を用いた一分

子イメージング解析を実施した結果、DNA上での cargoのスライディング運動が importin α
と複合体を形成することで促進されること、importin α/cargo 複合体において、importin α
と cargo の両者が DNA と相互作用することを明らかにした。さらに、培養細胞において

importin αの発現操作を行った結果、importin αの核輸送非依存的な核内機能によって

cargo とクロマチンの結合が促進されることを明らかにした。 
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本研究により、importin αによって DNA 上での cargo のスライディング運動が促進され、

さらにそれにより、cargo とクロマチンの相互作用が促進するという新たな核タンパク質の機

能制御機構がみいだされた。一方、importin αとの複合体において cargo も DNA と相互作

用することから、cargo の動態に対する importin αの影響は cargo ごとに異なることが予想

される。今後は、これらの機構がどのような生理作用をするのかを明らかにする必要がある。 
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